
学校長先生
音楽ご担当先生

　弊社発行の「Joy of Music（音Ⅲ 305）」につきまして、下記の訂正がございます。先生方、生徒の皆さま、保護者の方々
にご迷惑をおかけいたしますこと、深くお詫び申しあげます。
　誠に恐縮ではございますが、当該箇所につきましてご指導の際にご留意いただきますようお願い申しあげます。

頁・箇所 原文（誤） 訂正文（正） 理由

109 頁
坂本龍一
の項

坂本龍
りゅう

一
いち

（1952 〜　） 坂本龍
りゅう

一
いち

（1952 〜 2023） 死去のため
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高等学校　「Joy of Music（音Ⅲ 305）」
109 頁　坂本龍一の項

109

山田耕
こう

筰
さく
（1886～ 1965）

1912年に作曲した《かちどきと
平和》は，日本人による初の交響
曲として知られている。この他，
代表作に交響詩《曼

ま
陀
だ
羅
ら
の華
はな
》，オ

ペラ《黒船》，歌曲《この道》《から
たちの花》《赤とんぼ》などがある。
また，日本初の音声入り映画とい
われる『黎

れい
明
めい
』や，『新しき土』『戦

国群盗伝』などの映画音楽も作曲
した。（→P.12）

久
ひさ

石
いし

譲
じょう
（1950～　）

1984年に公開された『風の谷の
ナウシカ』以降，宮崎駿

はやお
監督によ

る全ての長編アニメーション映画
の音楽を担当し，広く知られてい
る。この他，『HANA-BI』『おくり
びと』などの映画や，『坂の上の雲』
などのテレビ番組の音楽，また
CM音楽なども数多く手がけてい
る。（→P.62）

冨
とみ

田
た

勲
いさお
（1932～2016）

1974年に発表したレコード『月
の光』で数々の賞を受賞したのを
はじめ，シンセサイザーを用いた
作品によって国内外で高い評価を
得た。この他，『天と地と』『ジャ
ングル大帝』『新日本紀行』『きょう
の料理』などのテレビ番組の音楽
や，『学校』『たそがれ清

せい
兵
べ
衛
え
』『お

かえり、はやぶさ』などの映画音
楽も手がけた。

坂本龍
りゅう

一
いち
（1952～ 2023）

1978年にテクノポップ・グループ
「YMO（イエロー・マジック・オーケ
ストラ）」を結成する。その後，個
人での活動として映画『戦場のメ
リークリスマス』の音楽を担当し
た他，87年に公開された映画『ラ
ストエンペラー』ではアカデミー
賞作曲賞を受賞し，国際的にも認
められている。

伊
い

福
ふく

部
べ

昭
あきら
（1914～ 2006）

1933年に作曲した《ピアノ組曲》
が38年にヴェネツィア国際現代
音楽祭で入選する。アイヌの音楽
や日本の伝統音楽から影響を受け，
独自の作風を展開した。管弦楽曲
《土俗的三連画》《シンフォニア・タ
プカーラ》などの他，『ゴジラ』『ビ
ルマの竪

たて
琴
ごと
』などの映画音楽を作

曲したことでも知られている。

團
だん

伊
い

玖
く

磨
ま
（1924～2001）

1952年に発表したオペラ《夕
ゆう
鶴
づる
》

は，日本人によるオペラの代表作
として知られている。この他，主
な作品には６曲の交響曲，管弦楽
組曲《シルクロード》，オペラ《ひ
かりごけ》《ちゃんちき》，合唱組
曲《筑

ちく
後
ご
川
がわ
》，歌曲《花の街》，童謡

《ぞうさん》などがある。また，『こ
こに泉あり』などの映画音楽や《ラ
ジオ体操第2》も手がけた。

武
たけ

満
みつ

徹
とおる
（1930～1996）

1967年に発表した《ノヴェンバ
ー・ステップス》をはじめ，世界的
に注目される作品を数多く残した。
また，『砂の女』『怪談』『乱』などの
映画や，『夢千代日記』『波の盆』な
どのテレビ番組の音楽も手がけた。
混声合唱曲《小さな空》《○と△の
歌》なども，もともとはラジオや
映画のために書かれた作品（独唱
曲）である。（→P.21）

　我が国では明治時代以降，西洋音楽の移入が進められ，
作曲家たちはさまざまな作品を残してきた。それらの中
には，西洋音楽の手法に基づきながらも，日本の文化や
伝統に培

つちか
われた感性を表出させているものが多くみら

れる。また，明治末期から昭和初期にかけてはレコード
やラジオ，映画などが普及し，音楽文化が急速に発展し
た。作曲家たちは作品を提供するなどして，導入されて
まもないこれらのメディアと関わり，自らの活動の場を
広げてきたのである。時代の変

へん
遷
せん
とともに進化し続けて

いる多様なメディアに，作曲家は今後どのように関わっ
ていくのだろうか。

日本の作曲家たち  ～メディアへの広がり～ コ
ラ
ム


